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広島市立リハビリテーション病院等における出張理容又は出張美容事業者の選定に 

係る公募型プロポーザル説明書 

 

１ 目的 

  地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立リハビリテーション病院及び広島市立自立訓

練施設（以下「広島市立リハビリテーション病院等」という。）において、理容所又は美容所

に出向くことが困難である広島市立リハビリテーションの入院患者及び広島市立自立訓練施

設の入所者（以下「入院患者等」という。）に対し、出張理容又は出張美容事業者（以下「事

業者」という。）による理容又は美容サービスを提供することにより、入院患者等の清潔で快

適な生活環境の確保と利便性の向上を図る。 

  当該事業者の選定に当たっては、理容又は美容サービスの内容、利用料金、安全面や衛生面

等において最も適切な事業者を選定する必要があること、また公平性かつ公正性を確保する

必要があることから、公募型プロポーザルを実施する。 

 

２ 事業の概要 

 ⑴ 事業名 

   広島市立リハビリテーション病院等における出張理容又は出張美容事業 

 ⑵ 事業内容 

   広島市立リハビリテーション病院等の入院患者等に対し、事業者による出張理容又は出

張美容サービスを提供する。 

 ⑶ 実施場所 

   広島市安佐南区伴南一丁目３９番１号 

広島市立リハビリテーション病院 病院棟１階 理容室（以下「病院内理容室」という。

別図参照。） 

 ⑷ 協定期間 

事業者と地方独立行政法人広島市立病院機構（以下「病院機構」という。）は、広島市立

リハビリテーション病院等における出張理容又は出張美容の実施条件等を定めた協定を締

結する。 

   協定期間は、協定を締結した日から令和７年３月３１日までとし、協定期間満了日の６

か月前までに当事者の一方から書面による別段の意思表示がない場合は、当該協定は自動

的に１年間延長されるものとする。ただし、令和１０年３月３１日以後、協定は延長しな

い。 

 ⑸ 事業開始日 

令和６年４月１日（月） 

 ⑹ 担当課 

   〒７３１－３１６８ 

   広島市安佐南区伴南一丁目３９番１号 

   広島市立リハビリテーション病院事務室（以下「事務室」という。） 

   ＴＥＬ ０８２－８４９－２８０３（直通） 

   ＦＡＸ ０８２－８４９－２８０４ 

   電子メール riha-hosp@hcho.jp 

３ 参加資格 

  参加する者は、次の各号に掲げる要件をすべて満たしていること。 

 ⑴ 理容師法第１１条第１項又は美容師法第１１条第１項に基づき理容所又は美容所の開設

mailto:riha-hosp@hcho.jp
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の届出をし、理容師法第１１条の２又は美容師法第１２条の規定に基づき都道府県知事等

の検査を受け、使用することができることとされている理容所又は美容所を開設している

こと。 

 ⑵ 病院や介護施設等で１年以上継続して、出張理容又は出張美容サービスの提供実績があ

ること。 

 ⑶ 地方独立行政法人広島市立病院機構契約規程実施要項第２条の規定に該当しない者であ

ること。 

 ⑷ 公示の日から事業者の特定までの間のいずれの日においても、地方独立行政法人広島市

立病院機構競争入札参加資格者指名停止措置要綱及び広島市競争入札参加資格者指名停止

措置要綱に規定する指名停止の措置要件に該当しない者であること。 

 ⑸ 公示の日から事業者の特定までの間のいずれの日においても、営業停止処分を受けてい

ない者であること。 

⑹ 広島市内に本店又は支店若しくは営業所を有する者であること。 

 ⑺ 広島市税並びに法人税（法人の場合のみ。）、消費税及び地方消費税を滞納していない者で

あること。 

 ⑻ 会社法（平成１７年法律第８６号）の規定による清算の開始、破産法（平成１６年法律第

７５号）の規定による破産手続開始の申立て、会社更生法の規定による更生手続開始の申立

て若しくは民事再生法の規定による再生手続開始の申立てがあった者（会社更生法の規定

による更生手続開始若しくは更生計画認可の決定又は民事再生法の規定による再生手続開

始若しくは再生計画認可の決定を受けた者で、広島市の再度の資格審査申請に係る競争入

札参加資格の認定を受けたものを除く。）又は手形若しくは小切手の不渡りにより手形交換

所による取引停止処分があった事実若しくは銀行若しくは主要取引先から取引の停止を受

けた事実がある者でないこと。 

 ⑼ 次に掲げる者でないこと。 

ア 広島市立リハビリテーション病院等における出張理容・出張美容事業者選考委員会（以

下「選考委員会」という。）の委員 

  イ アの委員が自ら主宰し、又は役員若しくは顧問として関係する法人その他の組織及び

当該組織に所属する者 

 

４ 参加申込 

 ⑴ 提出書類 

ア 参加表明書（様式１） 

イ 理容所又は美容所の開設確認書（写し） 

ウ 出張理容又は出張美容サービスの提供実績（様式２） 

エ 広島市税の納税証明書（写しでも可） 

「令和○○年○月○○日(直近の証明可能な日)以前に納付すべき市税について、滞納

の税額がない。」旨の記載のある広島市の納税証明書の写し。(証明年月日が参加表明書提

出日から３か月前の日以降のものに限る。) 

オ 法人税（法人の場合のみ）、消費税及び地方消費税の納税証明書（写しでも可） 

「未納の税額がない。」旨の記載のある税務署の納税証明書(「その３」「その３の２」

「その３の３」のいずれか)の写し。〔電子納税証明書は不可〕(証明年月日が参加表明書

提出日から３か月前の日以降のものに限る。) 

⑵ 提出部数 

１部 



 3 / 7 

 

⑶ 申込期間 

公示日から令和６年１月２２日（月）までの土曜日、日曜日及び祝日（振替休日を含む。）

並びに令和５年１２月２９日（金）から令和６年１月３日（水）までを除く毎日の午前８時

３０分から午後５時まで。 

⑷ 提出場所 

事務室（上記２⑹に同じ。） 

⑸ 提出方法 

次のいずれかの方法による。 

ア 持参（土曜日、日曜日及び祝日（振替休日を含む。）並びに令和５年１２月２９日（金）

から令和６年１月３日（水）までを除く毎日の午前８時３０分から午後５時まで。） 

イ 郵送（郵送の場合は、配達証明書付き書留郵便に限る。提出期限までに必着のこと。） 

 

５ 現地見学会 

参加表明書を提出した者を対象に病院内理容室等の現地見学会を行うので、見学希望者は

次により見学申込書（様式３）を提出すること。 

⑴ 申込期間 

令和６年１月１０日（水）までの土曜日、日曜日及び祝日（振替休日を含む。）を除く毎

日の午前８時３０分から午後５時まで。 

⑵ 受付場所 

事務室（上記２⑹に同じ。） 

⑶ 提出方法 

次のいずれかの方法による。 

ア 持参（令和６年１月１０日（水）までの土曜日、日曜日及び祝日（振替休日を含む。）

を除く毎日の午前８時３０分から午後５時まで。） 

イ 郵送（郵送の場合は、配達証明書付き書留郵便に限る。提出期限までに必着のこと。） 

ウ 電子メール（添付ファイルとして送信し、送信後に到達を電話確認すること。） 

⑷ 現地見学会実施日時等 

希望者に別途連絡する。なお、当日は見学のみ行うこととし、質問がある場合は「６ 質

問の受付及び回答」により行うものとする。 

 

６ 質問の受付及び回答 

⑴ 質問票の様式 

（様式４）を使用すること。 

⑵ 受付期間 

公示日から令和６年１月１５日（月）までの土曜日、日曜日及び祝日（振替休日を含む。）

並びに令和５年１２月２９日（金）から令和６年１月３日（水）までを除く毎日の午前８時

３０分から午後５時まで。 

⑶ 受付場所 

事務室（上記２⑹に同じ。） 

⑷ 提出方法 

質問票を、前記⑶へ電子メールの添付ファイルとして送信し、送信後に到達を電話確認す

ること。 

⑸ 質問に対する回答 

質問の提出があった日から令和６年１月２２日（月）までに、質問者に直接回答（電子メ
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ール）するほか、病院機構のホームページに掲載する。 

 

７ 企画提案書の提出 

⑴ 提出書類 

企画提案書（様式５）に次の書類を添付し提出すること。 

提案者名(住所、商号又は名称、代表者職氏名)の記載及び押印は正本のみに行い、副本に

は提案者名の記載及び押印はしないこと。また、提案者名が類推できる表現は記載しないこ

と。 

  ア 提案者の事業（会社）概要（様式６） 

  イ 出張理容又は出張美容の具体的提案（様式７） 

  ウ 病院等における出張理容又は出張美容にふさわしい実施体制（様式８） 

  エ その他アピールポイント（様式９） 

※ 指定様式はＡ４判とする。 

 ⑵ 提出部数 

   正本１部、副本９部 

 ⑶ 提出期間 

参加表明書等の提出をした日から令和６年２月５日（月）までの土曜日、日曜日及び祝日

（振替休日を含む。）並びに令和５年１２月２９日（金）から令和６年１月３日（水）まで

を除く毎日の午前８時３０分から午後５時まで。 

 ⑷ 提出場所 

事務室（上記２⑹に同じ。） 

⑸ 提出方法 

次のいずれかの方法による。 

ア 持参（土曜日、日曜日及び祝日（振替休日を含む。）並びに令和５年１２月２９日（金）

から令和６年１月３日（水）までを除く毎日の午前８時３０分から午後５時まで。） 

イ 郵送（郵送の場合は、配達証明書付き書留郵便に限る。提出期限までに必着のこと。） 

 

８ 広島市立リハビリテーション病院等の概要 

⑴ リハビリテーション病院 

ア 診療科目 

（常 設）脳神経内科、リハビリテーション科、歯科、脳神経外科、 

（非常設）内科、皮膚科、眼科、耳鼻いんこう科、精神科、泌尿器科、整形外科、放射線

科 

イ 病床数 １００床（回復期病床） 

ウ 診療受付時間 

・ 受付時間：午前８時３０分から午前１１時まで 

・ 診察時間：午前９時から午後５時まで 

・ 休 診 日：土曜日、日曜日、祝日及び８月６日並びに１２月２９日から翌年１月３日

まで 

  エ 患者数（令和４年度実績） 

   (ｱ) 入院患者数 

     延べ３２，７９１人 

     (ｲ) 外来患者 

     延べ８，０７７人 
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⑵ 自立訓練施設 

ア 開所時間 午前８時３０分から午後５時まで 

イ 休所日  土曜日、日曜日、祝日及び８月６日並びに１２月２９日から翌年１月３日ま

で 

ウ 定員 

・ 自立訓練（機能訓練）：４５名（視覚障害者支援１０名程度の受け入れを含む） 

・ 自立訓練（生活訓練）：１５名 

・ 短期入所：空床型（訓練利用者に利用されていない居室で若干名） 

（これらのうち施設入所支援４０名） 

  エ 利用者数（令和４年度実績） 

    延べ８，２４２人 

 

９ 病院内理容室の概要 

 ⑴ 場所 

病院棟１階（別図参照） 

 ⑵ 構造 

鉄筋コンクリート造 

 ⑶ 延床面積 

１４．１５㎡ 

 ⑷ 設備、備品、什器類 

   （別紙１）のとおり 

 

10 実施条件 

 ⑴ 開始日 

   上記２⑸に同じ。 

 ⑵ 実施日 

   具体的な実施日は、上記７における提案による。 

   なお、提案する実施日は、出張理容又は出張美容の実施日と入院患者等のリハビリテーシ

ョンや訓練日程等との調整が行いやすいよう、曜日等を定めること。（毎週○曜日及び○曜

日、毎月第○週○曜日と第○週○曜日など） 

 ⑶ 実施場所 

   上記２⑶のとおり、出張理容又は出張美容は、次の理由により原則病院内理容室で実施す

る。 

※ 「出張理容・出張美容に関する衛生管理要領について」（平成１９年１０月４日 健

発第 1004002 号）（各都道府県知事・各政令市市長・各特別区区長あて厚生労働省健康

局長通知）において、「不特定多数が利用する施設等において出張理容・出張美容を行

う場合には、作業及び衛生保持に支障を来さないよう、不特定多数が出入りする場所か

ら区分された専用の作業室などにおいて行うことが望ましいこと。」とされているため。 

 ⑷ 実施方法 

   別紙「仕様書」による。 

 ⑸ 病院内理容室の貸付許可等 

   事業者は、上記⑶により病院内理容室を使用するに当たり、地方独立行政法人広島市立

病院機構固定資産管理要綱及び地方独立行政法人広島市立病院機構固定資産貸付要領の規

定に基づき固定資産貸付許可を受けるとともに、毎月の売上から管理手数料として、固定
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資産貸付料並びに光熱水費及び建物設備維持管理費等相当額を病院機構に支払うこととす

る。 

   管理手数料の額は、病院内理容室における毎月の売上に提案による料率を乗じた額とす

る。なお、提案による料率は９％以上とする。 

 ⑹ その他 

  ア 出張理容又は出張美容を行う理容師又は美容師は、広島市理容師法施行条例及び広島

市美容師法施行条例の規定に基づき、次に掲げる措置を講じること。 

   (ｱ) 理容又は美容を行う際は、洗浄済みの作業衣を着用すること。 

   (ｲ)  常に手指の爪を短く切った状態にし、客１人ごとに手指を消毒すること。 

(ｳ) 理容にあっては顔そり（美容にあっては毛そり）に用いる石けん液は、客１人ごと

に新しいものを使用すること。 

(ｴ)  医薬品、化粧品その他これらに類するものは、衛生上有害となるおそれのないもの

を使用すること。 

(ｵ) 消毒器具及び消毒薬を携帯すること。 

(ｶ) 未消毒の器具と消毒済みの器具とを区別して収めることができる適当な容器を携帯

すること。 

(ｷ) 理容又は美容に必要な数の器具及び布片を携帯すること。 

イ 「出張理容・出張美容に関する衛生管理要領について」に定められた作業環境、携行

品の衛生管理及び消毒並びに従業員の健康管理の措置を遵守し、入院患者等に対する衛

生を確保すること。 

 

11 審査方法 

 ⑴ 上記７により提出された企画提案書について、選考委員会が審査を行う。 

⑵ 選考委員会の委員は、次の職にある者をもって構成する。 

   委員長 広島市立リハビリテーション病院病院長 

   委 員 広島市立リハビリテーション病院副院長 

       広島市立リハビリテーション病院事務長 

       広島市立リハビリテーション病院総看護師長 

       広島市立リハビリテーション病院病院長の指名する看護師長 

       広島市立リハビリテーション病院リハビリテーション技術科技師長 

       広島市立リハビリテーション病院自立訓練科自立訓練担当課長 

       広島市立病院機構本部事務局経営管理課長 

⑶ 審査基準 

審査評価票（別紙２）のとおり 

  ア 参加資格を満たしていない者又は提出書類に不備がある者は、審査の対象から除外す

る。 

  イ 選考委員会において、得点の総計が最も高い提案をした者を事業者として特定する。 

ウ 得点の総計が最も高い提案をした者が２者以上いる場合は、くじにより決定する。 

 

12 審査結果の公表 

⑴ 審査結果は、令和６年３月１日（金）までに、すべての提案者に参加表明書に記載された

連絡先へ電子メールにより通知する。 

⑵ 審査結果の通知後速やかに、提案者名、各提案者の審査結果（順位、得点を含む。）を病

院機構ホームページにおいて公表する。 
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13 事業者との協定締結 

⑴ 事業者として選考委員会が特定した者と上記２⑷の協定を締結する。 

 ⑵ 事業者が正当な理由なくして協定を締結しないときは、その特定を取り消すとともに、次

順位の者を事業者として特定し、協定を締結する。 

 ⑶ 協定書（案） 

   別紙「協定書（案）」のとおり 

 

14 全体スケジュール 

・ 公示日       令和５年１２月２５日（月）（予定） 

・ 現地見学会申込期限 令和６年 １月１０日（水）（希望者のみ） 

・ 質問受付期限    令和６年 １月１５日（月） 

・ 参加申込期限    令和６年 １月２２日（月） 

・ 企画提案書提出期限 令和６年 ２月 ５日（月） 

・ 選考・選定     令和６年 ２月２０日（火）（予定） 

・ 協定締結      令和６年 ３月上旬(予定) 

 

15 その他 

⑴ 本件に関して作成する書類等において使用する言語は日本語、通貨は日本国通貨とする。 

⑵ 必要な資格を有しない者及び企画提案書の提出に関する条件に違反した者が提出した企

画提案書は無効とする。 

⑶ 参加表明書及び企画提案書等の作成及び提出に要する費用は、提案者の負担とする。 

⑷ 提出された参加表明書及び企画提案書等は返却しない。 

⑸ 参加表明書及び企画提案書等は提出期限後においては、差替え、再提出ができない。参加

表明書及び企画提案書等に虚偽の記載等の不正の行為があった場合は、失格等の措置を講

ずることがある。 

⑹ 提出された参加表明書及び企画提案書等に係る内容は、事業者選定の目的以外に提案者

に無断で使用しない。ただし、広島市情報公開条例（平成１３年広島市条例第６号）第７条

に基づく開示請求があったときは、法人等の競争上又は事業運営上の地位を害すると認め

られるもの等不開示情報を除いて、開示請求者に開示する。 

⑺ 公募に参加しようとする者は、選考委員会の委員との間に利害関係がなく、本件の事業者

決定の公表までの間において、本件に関して、選考委員会に直接、間接を問わず、自らを有

利に、又は他者を不利にするように働きかけることを禁ずるものとし、この禁止事項に抵触

したと認められる場合は、参加資格を失うことがある。 


